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平
成
２２
年
の
越
前
市
成
人
式
「
一
期
一
会

〜
平
成
生
ま
れ
のA

n
n
iv
ersa
ry

〜
」
が
、

１
月
１０
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
市
内
の
新
成
人
は
９
３
５
人(

前

年
度
比
７３
人
減)

で
、
新
成
人
す
べ
て
が
平

成
生
ま
れ
と
な
る
初
め
て
の
成
人
式
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
の
成
人
式
は
昨
年
ま
で
の
成
人
式
と

は
違
い
、
企
画
の
段
階
か
ら
当
日
の
司
会
進

行
に
い
た
る
ま
で
、
成
人
式
実
行
委
員
会

(

新
成
人
と
昨
年
の
実
行
委
員
会
で
構
成)

が

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
の
講
演
会
を
取
り
や
め
、
新
成

人
か
ら
募
っ
た
自
身
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
両

親
な
ど
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
「
二
十
歳
の

想
い
」
と
し
て
朗
読
。
大
人
と
し
て
の
自
覚

や
感
謝
、
夢
、
希
望
、
不
安
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
想
い
に
、
み
な
共
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
新
成
人
の
誓
い
」
で
は「
二
十
歳

の
記
録
」
と
し
て
、
平
成
の
出
来
事
を
ス
ラ

イ
ド
シ
ョ
ー
で
上
映
す
る
な
ど
、
手
づ
く
り

感
あ
ふ
れ
る
、
思
い
出
に
残
る
成
人
式
と
な

り
ま
し
た
。

　

　

式
典
終
了
後
に
は
、「
新
成
人
の
つ
ど
い
」

と
称
し
て
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
出
身
中
学

校
ご
と
に
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
友
人
や
先

生
と
の
再
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

会場で上映されたスライドショー（左上）

成人式実行委員会の皆さん（左）

　

南
越
消
防
組
合
の
消
防
出
初
式
が
、１
月
10
日
、

武
生
中
央
公
園
体
育
館
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
組
合
職
員

や
市
消
防
団
員
な

ど
合
わ
せ
て
５
８
０

人
が
参
加
し
、
ポ

ン
プ
車
や
は
し
ご

車
か
ら
の
一
斉
放

水
な
ど
で
、
今
年

一
年
の
防
火
の
決

意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。　

総勢５８０人による分列行進

２６台のはしご車、ポンプ車による一斉放水

華やかな衣裳に身を包んだ新成人

　

自
治
振
興
会
や
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も
会

な
ど
の
役
員
ら
で
構
成
す
る
地
域
学
校
協
議
会

で
は
、
１３
日
か
ら
１４
日
に
か
け
て
の
大
雪
で
、
通

学
路
の
歩
道
が
通
行
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を

う
け
、
児
童
・
生
徒
が
安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ

う
に
、
週
末
の
１６
日
と
１７
日
を
「
歩
道
一
斉
除
雪

デ
ー
」と
定
め
、
各
地
区
の
協
力
の
も
と
、
通
学
路

歩
道
の
一
斉
除
雪
を
行
い
ま
し
た
。

　

除
雪
に
参
加
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
一
斉

に
歩
道
に
散
ら
ば
り
、
山
積
み
に
な
っ
た
硬
い

雪
を
、
ス
コ
ッ
プ
や
つ
る
は
し
を
使
っ
て
懸
命

に
か
き
出
し
て
い
ま
し
た
。

▲硬い雪の山に登り懸命に雪かきする市民の皆さん



TOPIC ４

「あんどん」に明かりをつける親子

　

越
前
市
出
身
、

東
京
で
幅
広
く
活

躍
中
の
切
り
絵
作

家
、
辻
紗
也
香
さ

ん
に
よ
る
切
り
絵

教
室
が
、
い
ま
だ

て
芸
術
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
の
は
、
地

元
の
越
前
和
紙
を
使
っ
た
切
り
絵
の｢

あ
ん

ど
ん｣

づ
く
り
で
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
た
蝶
や
花
の
イ
ラ

ス
ト
を
和
紙
に
写
し
、
カ
ッ
タ
ー
で
切
っ
て

い
き
ま
す
。
な
か
に
は
、
見
本
に
頼
ら
ず
独

創
的
な
切
り
絵
や
、
怪
獣
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

な
ど
を
作
る
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
し
た
。

　

切
り
絵
を
台
紙
に
貼
り
、
電
球
を
囲
っ
て

完
成
し
た｢

あ
ん
ど
ん｣

は
、
明
か
り
を
つ
け

る
と
、
種
類
が
豊
富
な
和
紙
な
ら
で
は
の
風

合
い
が
一
段
と
映
え
、
幻
想
的
で
温
か
な
作

品
に
な
り
ま
し
た
。怪獣や昆虫の切り絵

【プロフィール】

辻 紗也香さん（１９８１年生まれ）

越前市白山地区出身

玉川大学芸術文化専攻２００３年卒業

大学の自由な校風の中で、仲間たちに

影響され、パステル画の制作に取り組

む。表現したい世界を追及するうち

「切り絵」に出会い、その独特の表現

技法に更なる可能性と魅力を感じ、作

品制作を続けている。

越前市、東京での展示会のほか、CD

ジャケットやポスター、店舗内装のデ

ザインを手がけるなど、幅広い分野で

活動中。

切り絵の配置や表現の工夫について
アドバイスする辻さん

切り絵アーティスト切り絵アーティスト切り絵アーティスト

「
切
り
絵
」
と
聞
く
と
、
色
紙
を
は
さ

み
で
切
り
、
動
物
な
ど
の
作
品
を
作
る

ク
ラ
フ
ト
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
ま

す
が
、
辻
さ
ん
の
目
指
す｢

切
り
絵｣

は
、
ひ
と
味
違
い
ま
す
。

細
か
な
糸
の
よ
う
な
ラ
イ
ン
や
、
紙
質

を
利
用
し
た
立
体
感
な
ど
、
と
て
も
繊
細

で
、
か
つ
強
烈
な
世
界
観
が
表
現
さ
れ
て

い
る
、
ま
さ
に
芸
術
作
品
で
す
。

　

イ
メ
ー
ジ
を
デ
ッ
サ
ン
し
、
何
を
残

し
何
を
削
る
か
、
使
う
紙
の
色
や
質
、

背
景
の
色
合
い
な
ど
の
構
想
に
は
時
間

も
か
か
り
、
制
作
に
何
カ
月
も
か
か
る

こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

す
ば
ら
し
い
作
品
を
た
く
さ
ん
作

り
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、｢

切
り
絵｣

を
一
つ
の
確
立
し

た
芸
術
と
し
て
認
知
し
て
欲
し
い
と
辻

さ
ん
は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
今
回
、
初
め
て
越
前
和
紙
の
種
類

の
豊
か
さ
に
驚
い
た
と
話
す
辻
さ
ん
。

今
後
の
作

品
に
積
極
的

に
活
用
し
て

い
き
た
い

と
、
意
欲
的

な
様
子
で
し

た
。　
　

子どもの頃からお絵描きが大好きだったと話す辻さん子どもの頃からお絵描きが大好きだったと話す辻さん子どもの頃からお絵描きが大好きだったと話す辻さん

　

こ
の
診
断
結
果
を
受
け
、
市
で
は
、
耐
震
化

検
討
チ
ー
ム
を
設
置
し
、各
地
区
ご
と
の
具
体

的
な
対
応
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
指
針

　

「
学
校
施
設
耐
震
化
推
進
計
画
」と
の
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
、平
成
24
年
度
ま
で
の
3

年
間
で
、
耐
震
化
を
実
施
す
る
か
、あ
る
い

は
具
体
策
を
検
討
し
順
次
着
手
す
る
。

　

就
学
前
教
育
検
討
委
員
会
の
提
言
に
基
づ

き
、地
域
の
実
情
を
考
慮
し
な
が
ら
幼
保
一

元
化
を
推
進
す
る
。

　

園
児
の
安
全
･
安
心
を
、

で
き
る
限
り
速
や
か
に
確
保

で
き
る
よ
う
、
優
先
し
て
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、４
地
区
の
５
園
６
棟
が
、
耐
震

対
策
の
緊
急
性
を
要
す
る
D
・
Ｅ
ラ
ン
ク
と
判

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
公
立
の
幼
稚
園･

保
育
園
あ
わ
せ

て
12
園
17
棟
に
つ
い
て
、耐
震
診
断
を
実
施
し

ま
し
た
。

公
立
幼
稚
園
･
保
育
園
の

耐
震
診
断
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

今

後

の

対

応

結
　
　

果

問
合
先　

教
育
委
員
会　

教
育
総
務
課

　
　

（
２
２
）７
４
０
１



　

池
ノ
上
に
あ
る
ゼ
ッ
ト
ク
リ
エ
イ
ト
㈱
武
生

工
場
で
は
、ゼ
ッ
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
木
製
バ
ッ
ト
を

製
造
し
て
い
ま
す
。ま
た
、金
属
バ
ッ
ト
や
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
の
製
造
も
行
っ
て
お
り
、１
ヵ
所
で
３
つ

の
ラ
イ
ン
を
持
つ
工
場
は
世
界
唯
一
で
す
。

　

年
間
５
万
本
製
造
す
る
う
ち
の
約
２
万
本

が
、プ
ロ
選
手
や
社
会
人
・
大
学
野
球
の
選
手

の
た
め
の
個
人
用
モ
デ
ル
と
し
て
製
造
さ
れ
、

そ
の
製
作
に
携
る
の
が
今
回
ご
紹
介
す
る
バ
ッ

ト
製
造
部
係
長
の
熊
谷
昌
典
さ
ん
で
す
。

　

取
材
を
し
た
こ
の
日
は
、
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
ホ
ー
ク
ス
の
長
谷
川
勇
也
選
手
が
工
場
を

訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
基
本
と
な
る
数
本
の
バ
ッ
ト
を

参
考
に
、
選
手
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
も
の
を

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
重
さ
や
太
さ
の
数

値
と
し
て
具
体
化
し
、
実
際
の
作
業
に
入
っ
て
い

き
ま
す
。

　

作
業
に
入
る
と
、回
転
す
る
バ
ッ
ト
原
型
を

手
の
感
覚
で
少
し
ず
つ
削
っ
て
は
太
さ
、重
さ
、

長
さ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し

行
い
ま
す
。こ
の
作
業
を
約
１
時
間
か
け
、よ
う

や
く
１
本
の
試
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
長
谷
川
選
手
に
は
２
本
の
試
作
品

を
製
作
。本
人
が
納
得
し
た
時
点
で
、最
終
的

な
モ
デ
ル
原
型
と
な
り
、こ
れ
を
基
に
年
間

１
０
０
本
程
度
製
作
し
、選
手
に
供
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

熊
谷
さ
ん
は
こ
の
仕
事
に
つ
い
て
、次
の
よ
う
に

話
し
ま
す
。

「
選
手
の
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
対

し
て
、
相
反
す
る
モ
デ
ル
に
な
ら
な
い
よ
う
打
ち

合
わ
せ
を
し
て
、し
っ
か
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
事
に
注
意
し
て
い
ま
す
。
特
に
シ
ー
ズ
ン

中
の
モ
デ
ル
変
更
に
つ
い
て
は
、
工
場
に
来
て

の
打
ち
合
わ
せ
が
出
来
ず
担
当
者
か
ら
の
間

接
的
な
情
報
で
の
製
作
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
イ
メ
ー
ジ
が
伝
わ
り
に
く
く
苦
労
し
ま

す
。ま
た
、
昨
シ
ー
ズ
ン
、
長
谷
川
選
手
が
所

属
す
る
リ
ー
グ
で
打
率
４
位
と
い
う
成
績
を

残
さ
れ
た
こ
と
を
始
め
、大
半
は
選
手
自
身
の

努
力
の
結
果
で
す
が
、そ
の
道
具
に
携
わ
っ
て

い
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
う
し
、
私
た
ち

作
る
者
の
励
み
に
な
り
ま
す
。私
自
身
、職
人

と
し
て
は
９
年
と
ま
だ
ま
だ
未
熟
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
が
、
今
後
も
経
験
を
積
み
、
選
手
か

ら
の
信
頼
を
向
上
さ
せ
て
い
け
る
よ
う
努
力
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

　

今
後
も
ま
す
ま
す
技
術
に
磨
き
を
か
け
、

日
本
プ
ロ
野
球
界
と
市
内
産
業
の
発
展
を

「
バ
ッ
ト
」で
支
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

製作に向けて繰り返し調整を行う熊谷さん(右)と長谷川選手(左)

熊谷さんは、長谷川選手のほかにも
有名プロ選手のバットを数多く手掛けています

選
手
の
希
望
通
り
の
バ
ッ
ト
に
仕
上
げ
る
た
め
、

微
妙
に
バ
ッ
ト
を
削
る
作
業
を
数
時
間
繰
り
返
し
ま
す



教
育
委
員
会
か
ら
の
募
集

教
育
委
員
会
か
ら
の
募
集

教
育
委
員
会
か
ら
の
募
集

名　称

目　的

応募資格

募集人数

任　期

応募方法

応募締切

申込
問合先

越前市市民自治推進委員会 越前市市民協働推進会議

各２人以内

委嘱した日から平成２４年３月３１日まで

詳しくは、市ホームページをご覧になるか、担当課に問合せてください。

３月１５日（月）（消印有効）

市民自治推進課　〒915－8530（住所不要） 　(２２)３２９３　FAX (２２)３２６４

　　　　　　　  電子メールアドレス　　chiiki@city.echizen.lg.jp 

越前市自治基本条例に基づき、市民自治活動

及び市民参画の推進を図るために設置した市

民自治推進委員会において、市民自治活動の

実践者の意見を反映させるために公募します。

市民と行政との協働事業を推進するために

設置した市民協働推進会議において、市民

自治活動の実践者の意見を反映させるため

に公募します。 

指定の応募用紙に、住所・氏名等必要事項を

記入の上、市民自治活動（自治振興会や市民活

動団体での活動等）及び市民参画の推進につ

いての意見を８００字程度にまとめ、直接持参

か郵送、ＦＡＸ、電子ﾒｰﾙで応募してください。

指定の応募用紙に、住所・氏名等必要事

項を記入の上、市民自治活動及び市民と

行政との協働事業の推進についての意見

を８００字程度にまとめ、直接持参か郵

送、ＦＡＸ、電子ﾒｰﾙで応募してください。 

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
に
、ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
深
い
関
心
と
熱
意
を
持
つ
体
育

指
導
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
お
お
む
ね
60
歳

ま
で
の
人
で
、地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
熱
意
と

行
動
力
の
あ
る
人

活
動
内
容

  

・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
企
画
、指
導
、助
言

  

・
ス
ポ
ー
ツ
行
事
等
の
協
力

  

・
研
修
会
事
業
へ
の
参
加

  

・
体
育
指
導
委
員
会
議
へ
の
出
席

  

・
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
参
画

任
期　

平
成
22
年
４
月
１
日
〜

　　　　　

平
成
24
年
３
月
31
日（
２
年
間
）

身
分　

教
育
委
員
会
非
常
勤
職
員

報
酬　

日
当
３
千
円（
年
10
回
程
度
）

募
集
人
数　
５
人

申
込
方
法　
ス
ポ
ー
ツ
課
に
備
え
付
け
の
申
し

込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、郵

送
、ま
た
は
直
接
持
参
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切　
３
月
１
日
（月）

申
込
・
問
合
先　

〒
９
１
５
ー

０
０
７
４

　

越
前
市
蓬
莱
町
８
ー
10　

　

市
役
所
分
庁
舎
２
階　

ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　

（
２
２
）７
４
６
３

職
種
・
採
用
人
数

　
・
小
中
学
校
教
育
補
助
員（
臨
時
職
員
）

　
・
小
中
学
校
非
常
勤
講
師

　
・
幼
稚
園
臨
時
教
諭（
臨
時
職
員
）

　
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名　

応
募
資
格（
年
齢
不
問
）

　
・
幼
稚
園
、
小
学
校
ま
た
は
中

学
校
の
教
員
免
許
を
持
っ
て

　　
い
る
人

　
・
１
日
８
時
間
、
週
５
日
勤
務
可

能
で
、４
月
か
ら
１
年
間
継
続

勤
務
で
き
る
人

受
付
期
間　

　
　

土
、
日
、
祝
日
を
除
き
随
時

申
込
方
法　

電
話
で
連
絡
の
う
え
、

指
定
す
る
日
に
履
歴
書
と
教

員
免
許
（
写
し
）を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

試
験　

指
定
日
に
面
接
試
験
を
行

い
ま
す
。

※
採
用
合
格
者
は
講
師
名
簿
に

登
録
さ
れ
、
必
要
が
あ
る
場

合
に
採
用
さ
れ
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

〒
９
１
５‐

０
０
７
４

　

越
前
市
蓬
莱
町
８
ー
１０　

市
役
所
分
庁
舎
２
階　

学
校
教
育
課

　
 

（
２
２
）７
４
５
２

対
象　

家
庭
の
経
済
的
理
由
で

就
学
が
困
難
な
学
業
成
績

優
秀
者

募
集
人
数　

若
干
名

奨
学
金（
１
カ
月
あ
た
り
）

　
・
高
校
生（
公
立
）９
千
円

　　　
〃　　  

（
私
立
）１
万
２
千
円

　
・
高
専
生（
１
〜
３
年
生
）９
千
円

　
　　
〃　　 　
（
４
〜
５
年
生
）２
万
円

　
・
短
大
生　
２
万
円

　
・
大
学
生（
自
宅
通
学
） ２
万
円

　　　
〃　  

（
自
宅
外
通
学
） ３
万
円

返
済
方
法　

卒
業
後
１
年
間
据

え
置
き
後
、　
年
以
内
に
返
済

（
無
利
子
）

申
込
方
法　

学
校
教
育
課
に
備

え
付
け
の
申
請
書
に
、
学
校

長
の
推
薦
書
、
家
族
の
所
得

証
明
書
を
付
け
て
、
郵
送
、

ま
た
は
直
接
持
参
し
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
３
月
２３
日
（火）

１０

満２０歳以上で、市内在住の人 市内在住か市内に勤務・通学している人

ただし、すでに複数の公募委員になっている方は応募できません。



申込・問合先　  保険年金課　　（２２）３００２

　 今立総合支所市民福祉課　   （４３）７８１２

国民健康保険　人間ドック 長寿いきいきドック

対象者
３０歳以上７５歳未満の国民健康保険加入者

（※国民健康保険税を完納している世帯のみ）

後期高齢者医療制度加入者

（※保険料を完納している方のみ）

ドックの種類 　１日ドック　　１日ドック＋脳ドック 　２日ドック　  ２日ドック＋脳ドック　※脳ドック単独の助成はありません。

助成金額 　一律　３０,０００円　※受診当日、料金から助成金（３万円）を差し引いた額を、医療機関に支払ってください。

助成定員 ６０人程度 １５人程度

受付期間 平成２２年３月３１日まで　※定員になりしだい締切

受診できる

医療機関
武生医師会に所属する医療機関、公立丹南病院、福井県立病院、福井県済生会病院、福井赤十字病院

申込方法

市の窓口で定員残数を確認後、医療機関で受診希望日を予約し、次のものを持って市へ申し込んでください。

・印鑑　　・国民健康保険被保険者証

・特定健診受診券（４０歳以上の方）

・印鑑　　・後期高齢者医療被保険者証

・健康診査受診券

注意事項 特定健診との併用（二重受診）はできません。 健康診査との併用（二重受診）はできません。

ドック事業名

（医療機関によって受診できないドックもあります。詳しくは医療機関に直接問い合わせてください。）

申
告
・
納
税
期
限

所
得
税　

３
月
15
日
(月)
ま
で

消
費
税　

３
月
31
日
(水)
ま
で

と
こ
ろ　

武
生
税
務
署（
中
央
一
）

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
に
て
、
簡

単
に
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

　

作
成
し
た
申
告
書
を
印
刷
し
、郵
送

等
で
税
務
署
へ
提
出
で
き
る
ほ
か
、
画

面
上
か
ら
そ
の
ま
ま
e‐

T
a
x
（
国
税

電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）を
利
用
し

て
税
務
署
に
送
信(

申
告)

す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

e
‐
Ta
x

e
‐
T
a
x（
電
子
申
告
）

（
電
子
申
告
）で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
簡
単
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
簡
単
に

申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

e
‐
Ta
x
（
電
子
申
告
）で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
簡
単
に

申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

　

e‐

T
a
x
で
申
告
さ
れ
た
還
付

申
告
は
、
早
期
処
理
（
３
週
間
程
度

に
短
縮
）さ
れ
ま
す
。

　

電
子
申
告
を
使
っ
て
、
所
得
税
の

確
定
申
告
を
本
人
の
電
子
証
明
書
を

付
け
て
申
告
期
限
内
に
送
信
す
る
と
、

所
得
税
か
ら
最
高
5
0
0
0
円
の
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
平
成
19
年
分
ま
た
は
平
成
20
年
分

の
確
定
申
告
で
控
除
を
受
け
た
場

合
は
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

所
得
税
で
は
、医
療
費
の
領
収
書
や

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
記

載
内
容
（
病
院
の
名
称
・
支
払
金
額
な

ど
）を
入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り

提
出
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
申
告
期
限
か
ら
３
年
間
は
、
書
類
の

提
出
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

軽
自
動
車
税
は
、

４
月
１
日
現
在
の
所

有
者(

使
用
者)

に
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
、廃

車
や
名
義
変
更
は
３

月
中
に
手
続
き
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
農
耕
車
も
、
公
道
を
走
行
す
る
か
ど

　

う
か
に
関
わ
ら
ず
登
録
が
必
要
で
す
。

※
４
月
２
日
以
降
に
手
続
き
し
て
も
、　 

　

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
年
額
が

　

課
税
さ
れ
ま
す
。

※
種
別
ご
と
に
手
続
き
に
必
要
な
も
の

が
異
な
り
ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
先

 

・
軽
自
動
車

　

（
三
輪
・
四
輪
・
被
牽
引
車
）

　

軽
自
動
車
検
査
協
会

　
　

０
７
７
６(

３
８)
１
５
０
９

 

・
１
２
５
ｃ
ｃ
を
超
え
る
二
輪
車

　

福
井
運
輸
支
局

　
　

０
５
０(

５
５
４
０)

２
０
５
７

 

・
原
動
機
付
自
転
車（
１
２
５
ｃ
ｃ
以
下
）
、

　

小
型
特
殊
自
動
車
、農
耕
車

　

税
務
課　
　

(

２
２)

３
０
１
４

・
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー（
武
生
税
務
署
）

　

３
月
15
日
ま
で
、所
得
税
・
消
費
税

　

贈
与
税
の
確
定
申
告
に
関
す
る
質

　

問
や
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

・
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

  　(

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内)

税
に
関
す
る
身
近
な
情
報
を
お
届

け
し
て
い
ま
す
。携
帯
電
話
か
ら
も

接
続
可
能
で
す
。

問
合
先　

武
生
税
務
署

　
　
　
　
　

（
２
２
）０
８
９
０



　

10
月
21
日
か
ら
各
地
区
で
開
催
し
た「
食
と
農
の
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
基
本
計
画

説
明
会
で
の
意
見
や
質
問
を
、シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

最
終
回
は
、農（
農
業
者
）の
立
場
か
ら
い
た
だ
い
た
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

　

南
越
消
防
組
合
で
は
、
(財)
日
本
消

防
協
会
が
行
う「
女
性
消
防
隊
に
よ
る

安
全
で
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
推
進

事
業
」に
よ
り
、宝
く
じ
の
助
成
金
で
購

入
し
た
女
性
消
防
隊
用
活
動
資
機
材

（
軽
可
搬
式
消
防
ポ
ン
プ（
D
ー
１
級
）

一
式
・
活
動
被
服
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
一

式
）を
北
府
四
丁
目
自
警
隊
婦
人
部

に
整
備
し
ま
し
た
。

　

問
合
先　

南
越
消
防
組
合　
　

(

２
１)

０
１
１
９

Ｑ
１
：

Ａ
１
：

Ａ
２
：

Ｑ
２
：

Ａ
３
：

Ｑ
３
：

問
合
先　

農
政
課　

 (

２
２)

３
０
０
９

国
の
政
策
が
変
わ
る
が
、基
本
計
画
は
ど
う
な
る
の
か
。

国
の
新
た
な「
戸
別
所
得
補
償
制
度
」は
、
農
家
に
対
し
、
国
が
直
接

支
援
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
本
市
の
９
割
以
上
を
占
め
て
い
る
兼

業
農
家
も
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。今
回
策
定
し
た
食
と
農
の

創
造
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、担
い
手
だ
け
で
な
く
兼
業
農
家
も
含
め
た

「
多
様
な
農
業
の
共
存
」を
市
の
農
業
の
目
指
す
姿
と
し
て
掲
げ
て
い

ま
す
が
、国
の
政
策
に
よ
っ
て
見
直
し
が
必
要
と
な
る
場
合
は
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

町
内
で
は
農
業
者
の
多
く
が
高
齢
な
の
で
、集
落
営
農
組
織
を
設
立
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
市
で
は
、県
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
集
落
営
農
の
説
明
会
を
開

催
し
た
り
、組
織
の
立
上
げ
へ
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。結
果
、市

内
に
は
31
の
集
落
営
農
組
織
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
積
極
的
に
組
織
の
設
立
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
増
え
て

い
る
が
、ど
う
対
応
す
る
の
か
。

市
で
は
、
新
た
に
ア
ラ
イ
グ
マ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
捕
獲
用
檻
を
購
入

し
、地
元
か
ら
の
申
請
を
受
け
、駆
除
の
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
12
月
に「
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」を
策
定
し
、
今
後
、

猟
友
会
や
Ｊ
Ａ
、
農
業
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
他
、多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　自動体外式除細動器(AED)を取

り入れた講習会です。応急手当の

知識と技術は、貴重な命を救う上で

いざという時にとても役に立ちます。

この機会にぜひ受講してください。

と　き　３月１４日（日）　

　　　　午前９時～正午

ところ　南越消防組合中消防署

定　員　２０人

申込締切　３月７日（日）

申込・問合先　

　南越消防組合中消防署

　救急指導G　　(２１)０１１９

※新型インフルエンザ警報発令中

　は、講習会を中止します。

　

ま
た
、(財)
日
本
防
火
協
会
が
行
う「
幼

年
消
防
用
活
動
資
器
材
助
成
事
業
」に

よ
り
、宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
た
鼓

隊
セ
ッ
ト
を
、越
前
市
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

の
国
高
幼
稚
園
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
を
受
け
た
園
児
の
皆
さ
ん
か
ら

は「
大
事
に
使
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。」と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

整備された消防ポンプと
北府四丁目自警隊婦人部の皆さん

鼓隊セットの贈呈を受ける
国高幼稚園の園児たち

申
込
・
問
合
先　

防
災
安
全
課　

　
　
　
　
　

（
２
２
）３
０
８
１

共
済
掛
金　

一
人
年
額
５
０
０
円

共
済
期
間　

　

４
月
１
日
〜
平
成
23
年
３
月
31
日

※

４
月
１
日
以
降
に
加
入
し
た
場
合

は
、掛
金
納
入
の
翌
日
か
ら

見
舞
金　
２
万
円
〜
１
０
０
万
円

※

１
週
間
以
上
の
治
療
を
要
す
る
傷

害
か
ら
対
象

対
象
と
な
る
交
通
事
故

　
（
国
内
で
の
交
通
機
関
の
運
行
に
伴
う
接

触
な
ど
の
事
故
に
よ
る
人
の
死
傷
の
み
）

　

自
動
車
・
原
動
機
付
自
転
車
・
自
転

　

車
・
路
面
電
車
・
電
車
・
旅
客
船
・
旅

　

客
機
な
ど

　

身
体
障
害
者
用
の
車
い
す

　
（
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がんばれ！

　仁愛大学軽音楽部は部員約５０人が活動しています。

男女年齢問わずバンドを組むほど、みな仲良しです。

　学園祭を盛り上げるためためにライブをしたり、年

に数回サマーコンサートやクリスマスコンサートなど

でライブ活動をしています。

　また、複数あるバンドは、それぞれが積極的に活動

しています。いくつかのバンドは、蔵の辻や万葉まつ

りなど市内のイベントに参加しており、４月１１日(日)

には、太陽の広場でのイベントに１バンド出演する予

定です。

　さらに、福井市のライブハウスでは、他大学のバン

ドや一般の方々のバンド、他県からの有名なバンドと

一緒にライブをしています。３月には、福井大学との

合同ライブ『福仁漬けLIVE』が開催されます。

　多くの人と関わりながら音楽の楽しさを感じ、自分

たちも日々成長しています。今後の軽音楽部の活動に

注目してください！

　本年度３年生の就職活動がいよいよスタートしまし

た。多くの学生がやりがいのある仕事に就こうと必死

ですが、不景気で大変厳しい状況が続いています。

　このような中、仁愛大学ではよりいっそう地元企業

との結びつきを大事にしていこうと頑張っています。

　その取り組みの一つとして、ゼミの授業で市内の企

業訪問をしています。現場の方のお話を聞くことで、

学生にとっての就職に対する考え方も変わり、大変貴

重な機会となっているようです。

　こうした、企業と学生が交流する場を設けること

で、企業にとってはより良い学生と出会え、学生に

とっては自分に適した仕事を発見するという相乗効果

が生まれると思います。

　例年になく厳しい状況ですが、３年生の頑張りに期

待したいです。

　松下政経塾主催、仁

愛大学共催の「地域と大

学のあり方を考えるフォー

ラム」が開催されます。

　松下政経塾は、昨年春から越前市を対象に地方自治の

あり方を研究しており、今回は大学の視点から地域との共

生を考えていきます。

　パネルディスカッションには、大学側から５名の教授陣

が出席。会場との意見交換も予定しており、本学を卒業し

市に勤務する松本翼さん

らが意見を述べます。

　また、薗田学長、奈良市

長が講評を行います。

　このフォーラムを通し、

地域に生きる大学の役割を

浮き彫りにしていきます。

　一般の方も無料で参加

できますので、ぜひお越し

ください。

　２月１４日(日)から２３日(火)

まで、ふるさとギャラリー

叔羅で藪内ゼミの学生による卒業制作展が開かれます。

　今年のテーマは「LEGEND新たなる伝説」。学生た

ちの個性豊かな作品が皆さんをお待ちしています。

　入場は無料です。お気軽にお越しください！

２月１７日(水)　午後1時

仁愛大学A３０１講義室

と　き

ところ

２月１４日(日)～２３日(火)

ふるさとギャラリー叔羅

と　き

ところ

仁愛大学  学位記授与式

日時：３月１９日(金)　１４：００

会場：仁愛大学体育館



申　込　市民活動交流室　NPOえちぜん
問合先　　･FAX(２２)６４１１
　　　　　 npotakefu@hi.ttn.ne.jp
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市民活動交流室からのお知らせ

問合先　市施設管理事業団
　　　　　(２４)３７１２

申　込　利再来館　　(２８)１３９０　
問合先 　（月曜日･祝日の翌日は休館日)

再生品を提供します

ところ　坂の口展示場(勾当原町)

申込期間　３月１日(月)～２０日(土)

※希望価格を投票してください。

当選発表　３月２５日(木)

※当選者には電話で連絡します。

引取日　３月２６日(金)～３０日(火)

※配達はしません。

申　込　県総務部情報公開･法制課
問合先　　０７７６(２０)０２４６
　　　　FAX０７７６（２６）１１７１
　　　　 　koukaihou@pref.fukui.lg.jp

　市民活動交流室では、市民活動団

体のイベント情報などを、ＮＰＯえち

ぜんに委託し市ホームページに掲載し

ています。

　イベント情報の収集・発信に活用く

ださい。

検索方法　　

市ホームページから入り、「イベント

カレンダー」、「ＮＰＯ等のイベント」

へと進んで下さい。

掲載内容

　防災・環境・福祉・子育て・体育・文

　化・観光・まちづくり団体などのイ

　ベント名、日時、場所、問合先

※掲載は無料です。

と　き　２月２８日(日)

　　　　午後１時～４時半

ところ　文化センター小ホールほか

内　容　国籍を問わず、みんなでダンス！

　お煎茶体験、中国元宵節の紹介、

　日本語能力検定試験に挑戦など

参加料　無料(販売コーナーは有料)

国際交流のつどいとのっぽ講座
「すべての子供たちに笑顔を」開催

問合先　市国際交流協会
　　　　　(２４)３３８９

　市野球場・ソフトボール場のナイ

ター利用は、抽選で決定します。

　毎月第３火曜日に翌月分の抽選を

行いますので、利用希望者は文化セン

ター(２階)へお越し下さい。

来年度の抽選日は、次のとおりです。

　４月分　３月１６日(火)
　５月分　４月２０日(火)
　６月分　５月１８日(火)
　７月分　６月１５日(火)
　８月分　７月２０日(火)
　９月分　８月１７日(火)
  １０月分　９月２１日(火)

※午後６時受付、午後６時半抽選

市野球場・ソフトボール場の
ナイター利用抽選会開催

と　き　３月１３日（土）

　　　　午後１時～４時

ところ　文化センター　３階　

内　容　関西大学の法学部生、教授お

よびＯＢ弁護士ならびに県顧問弁護

士が、無料で法律相談に応じます。

　ただし、刑事・税務・行政関係の

相談および係争中の相談には応じ

られません。

対　象　県内に在住の個人

定　員　１５人（先着順）

申込方法　電話、ＦＡＸ、電子メールま

たは県庁（情報公開・法制課）での申

込み

申込期間　２月１５日（月）～

　※定員になり次第終了

申込内容　郵便番号、住所、氏名、相

談項目（例：相続、離婚、借金、賃貸

借など）、希望時間（御希望にそえ

ない場合があります。）、関西大学

の法学部生による相談内容の事前

聞き取りの可否

関西大学と県との連携による
無料法律相談会実施

申　込　丹南雇用開発協議会事務局
問合先　　(２２)４０７８

　この春、学校を卒業して丹南地域の

事業所に就職される人を対象に、新た

な人生の門出を祝福し、社会人として

の意識の転換を図る目的で「新社会人

のつどい」を開催します。

と　き　４月２日(金)

　　　　午後１時半～４時

ところ　鯖江市文化センター

参加費　無料

申込締切　２月２６日(金)

※事業所ごとに申し込んでください。

「新社会人のつどい」開催

申　込　社会福祉協議会
問合先　　(２２)８５００

と　き　２月２８日（日）

　　　　午後１時半～４時

ところ　社会福祉センター（杉尾町）

内　容　記念講演と実践活動発表

　演題　福祉でまちづくり
　～支え合い、学び合う小地域福祉活動～

　講師　原田正樹氏

　　　　(日本福祉大学准教授)

参加費　無料

地域福祉推進研修会開催
　～人と人とのつながりを求めて～

　障がいのある人の財産・相続・人権

問題など、日常生活上のさまざまな相

談に、弁護士などが無料で応じます。

と　き　３月９日(火)

　　　　午後１時～３時

ところ　福祉健康センター

「障害者１１０番」地区相談会開催

申　込　県障害者社会参加推進センター
問合先　　０７７６(２７)１６３２
　　　　FAX０７７６（２５）０２６７
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　簡易チューナー無償給付の申込期

限が延長されます。

対　象

ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯

　　生活保護受給世帯

　　障がい者がいる市民税非課税世帯

　　社会福祉施設入所者

※ただし、すでに地上デジタル放送が

　ご覧になれる世帯は対象外　

受付締切　２月２６日(金)（消印有効）

申込先　総務省地デジチューナー

　　　　支援実施センター　

　　　　　０５７０(０３)３８４０

申込・問合先　ロハス越前(粟田部町)
　　(４３)０８７９　　info@lohas-echizen.org

ほかにもいろいろなおいしい体験・楽しい体験をご用意しています。

と　き　２月２８日（日）　午前１０時～午後３時

会場および体験プログラム

もやいの郷・農楽園(横住町)

農家民宿加藤さんち(赤谷町)
山ふところ工房(市野々町)

いちりん舎(山室町)

餅つき体験（１００円）

米粉ピザ焼き体験（８００円）など

手わざ体験

携帯ストラップ（８００円）

布ぞうり作り（１,０００円）など

おいしい体験

そば打ち体験(１回１,５００円)

※7食分、所要１時間

午前１０時～午後３時
要予約
(1時間3組)

マイはし作り（1,000円）

※所要２時間

要予約
午前１０時半～ １０人
午後１時～　　１０人　　

ており体験（５００円)

※所要１時間

おろしそば　１杯４００円

要予約
(１時間４組)

午前１０時～午後２時

かまどでご飯炊き・塩むすび

おむすび　２個１００円など

米粉だんごのぜんざい １杯１００円

各会場へは、
今立ふれあいプラザから
シャトルバスが出ます。

問合先　社会福祉課
　　　　　(２２)３００４

経済的な理由で地デジ放送が
ご覧になれない人へ

　３月３日の「耳の日」にちなみ、耳に

関する事でお困りの方に、聴力検査や

補聴器使用などの指導や相談を行い

ます。

と　き　３月４日(木)

　　　　午前10時～午後２時

ところ　福祉健康センター

持ち物　身体障害者手帳（お持ちの方）

　　　　印鑑（スタンプ印以外）

費　用　無料

※ただし、補聴器の修理代は別途必

　要となります。

※医師による医療相談はありません。

耳の日相談会開催

問合先　社会福祉課
　　　　　(２２)３００４

対象者　認定基準に該当する肝臓機

　能障害のある人

申請に必要なもの

　　申請書

　　診断書（所定の様式があります）

　　写真（たて４㎝×横３㎝）２枚

　　身体障害者手帳（お持ちの方）

手帳交付開始日　４月１日(木)

肝臓機能障害が
身体障害者手帳の交付対象に！

申　請　社会福祉課　　(２２)３００４
問合先　今立総合支所市民福祉課　　
　　　　　(４３)７８１２

　母子家庭の母が、看護師、介護福祉

士、保育士などの国家資格を取るため

２年以上修業した場合、修業期間の生

活費を支給します。

　児童扶養手当の受給者が対象です。

対　象　ひとり親家庭

　　　　父母のいない家庭

と　き　２月２８日(日)

　　　　午前１０時～正午

ところ　福祉健康センター

小・中学校の入学激励会を開催
就学支度金の手続きをします

問合先　家庭児童相談室
　　　　　(２２)３６２８

と　き　３月１４日(日)  午後１時～３時

ところ　福祉健康センター

講　師　武政司郎氏

　　　　(家庭問題情報センター)

養育費に関する研修会開催

問合先　家庭児童相談室
　　　　　(２２)３６２８

資格取得をめざす人を支援します

問合先　家庭児童相談室
　　　　　(２２)３６２８
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ゆったりといろりを囲んで、
冬のひと時を過ごしに来てください。

　地元で採れた旬の食材を使用し、水

やガスの使用を抑え生ゴミを減らす、

地球にやさしく、家計にもやさしい

エコクッキング教室を開催します。

と　き

　第１回　２月２８日(日)

　　　　　午前１０時～午後０時半

　第２回　３月１４日(日)）

　　　　　午前１０時～午後０時半

※各回、違う食材を使用します。

ところ　生涯学習センター　料理室

講　師　カフェレストラン「セラビ」

　　　　店長　田中氏

参加費　各回５００円

準備物　エプロン

募集人員　各回２０人(先着順)

申　込　環境政策課
問合先　　(２２)５３４２

エコクッキング教室を開催



樹木の枝に巣を作り子育てする青サギ

長寿福祉課　　(２２)３７８４ 社会福祉課　　(２２)３００４

申　込　長寿福祉課　　(２２)３７８４
問合先　社会福祉課　　(２２)３００４　　

対象

　介護保険制度で要介護１～５に認

　定されている６５歳以上の在宅一人

　暮らしの人、または高齢者世帯の人

　１・２級の身体障害者で寝たきりの人

内容

　一人につき掛布団、敷布団、毛布、  

　各１枚の洗濯サービスを、３月に実

　施します。

費用負担　( )内は非課税世帯

　掛布団　３００円(１００円)

　敷布団　３００円(１００円)

　毛　布　１００円(５０円)

※羽毛布団などの特殊品は、料金が

　異なります。

申請に必要なもの

　申請書、印鑑、課税状況調査につい

　ての同意書、その他関係書類

申請期限　２月２６日(金)

寝具の衛生管理が困難な方に

洗濯サービス実施

問合先　農林整備課　　(２２)３００８

　近年、サギの営巣による異臭や鳴き声に関

する相談・問い合わせが多くなっています。数

年前には、春先から夏にかけ社寺境内で、数

百羽のサギ類が営巣し、大きな問題となりま

した。

　これから春に向け、サギ類の巣作りが始ま

ります。地域ぐるみで有効な対策を講じるよ

うお願いします。

巣作りを始める前に｢徹底した追い払い｣を！

　相手も安心・安全な場所で子育てをしたいので、巣を作る前に、根気よく追

い払いを行えば、巣作りをあきらめます。

　巣作りを狙って樹木に近づく野鳥を発見したら、爆竹やロケット花火、放

水、煙でいぶすなどが効果的です。

　なお、大きな音や煙を出すときには、近隣に一言かけてから行うことをお勧

めします。

樹木の「せん定作業」も忘れずに！

　野鳥は枝分かれ部分に巣を作るので、余分な枝を切除すれば、巣を作りにく

くすることができます。うっそうとした枝葉を取り去り、明るくするだけでも効

果は期待できます。

　なお、せん定の時期は木の種類によって異なる場合があるので、心配な方は

造園業者などへ相談することをお勧めします。

　皆さんの庭や管理地を適正に管理することは、防犯や景観の向上にも有効

ですので、積極的な取り組みをお願いします。

(※営巣･･･巣を作り、子育てをすること)

重度身体障がい者（児）の介護者

対象

対象期間

支給額

申請に
必要なもの

申請期限

申請・問合先

在宅で次の条件すべてに該当する人の介護者

①介護保険制度の要介護度

４、５に認定されていて、過

去１年間、介護保険サービ

スを受けていない人

②特別障害者手当、または福

祉手当を受けていない人

③世帯全員が、市民税非課税

④医療機関に３ヵ月以上入院

していないこと

①６５歳未満で、身体障害者手

帳１級、または２級の寝たき

りの人

②特別障害者手当、または福祉

手当を受給していない人

③介護保険のサービスを受けら

れる特定疾病に該当しない人

平成２１年４月～平成２２年３月 平成２１年１０月～平成２２年３月

１０万円／年(４月に支給) ２万８千円／６カ月(４月に支給)

介護保険被保険者証(被介護

者)、印鑑、申請者本人名義の

振込口座が確認できるもの(預

金通帳など)

身体障害者手帳、印鑑、申請者

本人名義の振込口座が確認で

きるもの（預金通帳など）

３月５日(金)

介護保険制度認定者の介護者
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樹木の枝に巣を作り子育てする青サギ

数

数

ま

ま

よ

申込・問合先　消費者センター
　　 (２２)３７７３
　FAX（２２）３４７３　

と　き　３月２１日（日）

　　　　午後２時～４時

ところ　福祉健康センター

講　師　佐藤達夫氏

　(食生活ジャーナリストの会代表幹事)

定　員　２００人（先着順）

受講料　無料

申込方法　電話またはFAX（住所・氏

　名を記入）で申し込んでください。

※当日、先着１００人に啓発用粗品を

　プレゼント。

さ とうたつ お



万葉菊花園
　(２７)７８００

写真展（花色彩り）

と　き　３月２日(火)～１３日(土)

　　　　午前９時～午後４時半

内　容　季節の風景や植物などの展示

バンバン絵手紙教室展

（第３回  え～手紙展）

と　き　３月１６日(火)～２８日(日)

　　　　午前９時～午後４時半

　　　　 （最終日は正午まで）

内　容　はがきや巻き紙などに描か

　　　　れた絵手紙の作品展示

第１４回春蘭古典園芸展示会

と　き　３月２０日(土)・２１日(日)

　　　　午前９時～午後４時半

内　容　万年青や日本・中国の春蘭

　　　　などの展示

休館日　毎週月曜日と祝日の翌日
　　　　(祝日は開館)　入館無料

春蘭の栽培講習会

と　き　３月２１日(日)

　　　　午後１時～３時

参加費　１,０００円(当日受付可)

定　員　２０人

春の寄せ植え講座

と　き　３月１４日(日)

　　　　午後１時半～３時

定　員　２０人

費　用　１,５００円（材料費）

持ち物　軍手、エプロンなど汚れても

　よい服装、移植ゴテ、花切りはさみ

第３回今後の菊栽培に関する研修会

「伝統菊を現代によみがえらせる」
～古典菊の栽培法や技法について～

と　き　２月２８日(日)

　　　　午後１時半～３時半

講　師　小笠原左衛門尉亮軒氏

　　　 （園芸研究家、岐阜県立国際園芸 
　　　　   アカデミー客員教授）

定　員　７０人(当日受付可)

受講料　無料

お　 も　 と

お    がさ  わら    さ　 え　もんのじょうりょうけん

ギャラリー分館 石石
　(２１)２０１９

ギャラリー叔羅
　(２３)５８１１

し く ら

ら く

武生公会堂記念館
　(２１)３９００

休館日　毎週月曜日と祝日の翌日
　　　　(祝日は開館)

休館日　毎週月曜日と祝日の翌日
　　　　(祝日は開館)　入館無料

新春館蔵品展「春をよぶ郷土玩具」

と　き　２月２８日(日)まで

観覧料　無料

ＳＰレコード鑑賞会

－ノイズのむこうに　２０１０春－

と　き　３月７日(日)　

　　　　午前１０時半～正午

参加料　無料(申込不要)

講演会  「武生騒動が起こったわけ」

　越前市史資料編『武生騒動』が３月

に発行されるのを記念して、講演会を

開催します。

と　き　３月１３日(土)

　　　　午後１時半～３時

ところ　生涯学習センター

講　師　真柄甚松氏(市史編さん事務局)

定　員　１００人

聴講料　無料(申込不要)

久保コレクション　世界児童画展

と　き　２月２８日(日)～３月１２日(金)

第７回フォトクラブ味真野写真展

と　き　３月１３日(土)～２２日(振)

久保コレクション　世界児童画展

と　き　２月２８日(日)～３月１２日(金)

道鎮幹夫展（貼り絵）

と　き　３月２０日(土)～２８日(日)

無料練習会を行います

と　き　４月～６月の第１木曜日　午後７時半～９時

ところ　味真野公民館

と　き　１０月３日(日)　　　ところ　いまだて芸術館

出場料　２,０００円（当日集金、中学生以下無料）

申込期限　８月１０日(火)

　かつて味真野は製茶業が盛んでした。

　全盛期には競技会や品評会が催され、花火が上が

るなど、大変盛大だったそうです。

　職人が、ホイロ(蒸した茶葉を乾燥させる道具)で

手もみをする際に歌った「味真野茶もみ唄」を後世に

残し、また、この歌が、まちおこしの一端となるよう、

「味真野茶もみ唄全国コンクール」を開催します。

申込・問合先　味真野公民館　 （２７）１９２６　Fax(２７）１５９８

　電子メールアドレス　ajimano_cc@es.ttn.ne.jp

どう ちん  みき  お

　ひと、くらし  輝いて

２月２７日～３月５日　  神山公民館  裂き織り教室

丹南HOT情報チャンネル(アナログ５ch)

　越前市情報ナビ(２週間放送)

 ２月１６日～３月 １日 「住宅用火災警報器を設置しましょう」

 ３月 ２日～３月１５日 「越前市へのご支援をお願いします～ふるさと納税～【再】」

7:30～、12:30～、19:30～
※土・日曜日は一時間遅れ

※番組は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。
    詳しくはケーブルテレビガイド誌をご覧ください。

地域ふれあいチャンネル(デジタル091ch・アナログ２ch)

　丹南歴史探訪 (毎週土曜日  午前１０時３０分更新)

２月２０日～２月２６日　ふるさとの伝統を伝える人々

２月２７日～３月 ５日　舩岡神社  左義長【再】

　Ｊｒ.［ジュニア］ (毎週水曜日  午前９時３０分更新)

２月２４日～３月２日　  熱中！部活動　武生二中 文化部編　

(隔週土曜日  午前９時４５分更新)

み
ん
な
の
情
報
板
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フレンドパークたけふ
　(２４)０４４４

中央図書館　　(22)0354

申込・問合先　生涯学習センター

　　　　　 　　(２２)３００５

講座名 内容・とき 講師・定員・締切

３月１０日(水)　午後７時～９時コミュニケーション
講座

（20～30代社会人対象）

ライフスタイルを楽しむインテリア

申込締切：３月３日(水)

３月２４日(水)　午後７時～８時半

キレイなカラダをつくるウォーキング
～正しい姿勢と美しい歩き方～

はじめよう座

コース名 テキスト代

パソコン講座(定員20人)

期間 時 間

申込・問合先　ワークメイト　　(２３)６８５５

※ひとり親家庭の受講者は、受講料の２分の１を減免します。

会場：武生地域職業訓練センター

受講料

講師：浅野秀代氏
　　　(らいふでざいん室・秀)

　名作映画会
　と　き　２月２７日(土)　午後２時～
　作　品　「ジュノーと孔雀」 １９３０年　９４分
　　　　　アルフレッド・ヒッチコック監督・脚色　英作品（アメリカンバージョン）

　図書館・図書館友の会共催イベント
　　　　　児童文学を楽しむ会　｢夏の庭(The Friends)｣(湯本香樹実作)を読む
　と　き　３月１２日(金)　午後７時～８時４５分

　特集コーナー

　《一般・地域》　第１４２回芥川・直木賞、
　　　　　　　　古布で布遊び、食べすぎ飲みすぎ注意報、
　　　　　　　　ひなまつり、新年にこの一本～お酒のエトセトラ～、
　　　　　　　　職業あれこれ、若い人に贈る読書のすすめ２０１０、
　　　　　　　　「まなび」に学ぶ －ふるさとの教育史－
　《児童》　作家特集センダック、こわ～いおはなし特集
　《マンスリーコーナー》　介護の時代 －高齢化社会に生きる－

Excel  2003　初級
　　　　　(シニア)

2 /12(金)・15(月)・17(水)

・19(金)・22(月)・24(水)

・26(金)
14：00～16：00 1,500円7,000円

定員：２０人(申込多数の場合抽選)

「エコ」な布ぞうり作り講座

　～不要な衣類を使って作ります～

と　き　３月２・９日(火)

　昼の部　午後１時半～３時半

　夜の部　午後７時～９時

持ち物　裁ちばさみ、

　　　　不要な衣類(ニット類)

材料費　５００円

定　員　各１０人

※申込多数の場合は抽選

締　切　２月２６日(金)

熱中！サークル発表会

　豪華商品が当たる、大抽選会も開催

します。

と　き　３月７日(日)　午後１時～

ところ　文化センター　中ホール

内　容　ヨサコイ、太極拳、民舞、吟舞

　などの発表会

<7日間>

３月４日(木)・５日(金)・８日(月)

　  ・９日(火)　午前９時～１１時半

申込締切：３月１９日(金)

講師：広瀬里依氏
　　　　(ＡＢＩＬＩＴＹ)

定員：２０人(申込多数の場合抽選)

家庭菜園ビギナーズ

３月２日(火)　午後１時半～３時

申込締切：２月２６日(金)

講師：山口務氏

受講料：１００円

短期講座

人と動物が幸せに暮らすために
～飼育法から感染症まで～

３月７日(日)　午前１０時～１１時半 申込締切：３月２日(火)

講師：柴田晴夫氏
（福井県獣医師会）

３月２３日(火)　午後１時半～３時

はじめての苔玉づくり

申込締切：３月１０日(水)

講師：木曽三枝子氏

定員：１５人(申込多数の場合抽選)

材料費：１,０００円

パソコン講座

はじめてのワード＆エクセル４日間

申込締切：２月２４日(水)

講師：松下恵子氏

定員：１２人(申込多数の場合抽選)

受講料：２,０００円

いわさきちひろ関連の書籍を常設展示しています。ぜひ、ご利用ください。

毎週水・木・金は、
夜７時まで開館延長！

式部ふれあい館(国高一丁目）
　(２３)００４７

わらべ人形作り教室（４回連続）

と　き　２月２５日(木)、３月４日(木)

　　　　３月１１日(木)、３月１８日(木)

　　　　午前１０時～正午　

定　員　１０人

材料費　５００円(一作品)

締　切　２月２３日(火)　午後５時

※申込多数の場合は抽選　

あさ の ひで よ
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問合先　健康増進課　　(２４)２２２１
　　　　または各歯科診療所　

実施機関　県内の歯科診療所

　　　 　　（県歯科医師会指定）

期　間　３月３１日まで

費　用　無料

※治療を受ける場合は有料です。

申込方法　歯科診療所へ事前に予約。

　受診の際に保険証、運転免許証など

　を持参してください。

※妊婦および出産後

　おおむね１年以内

　の産婦は、母子健

　康手帳を持参

20歳以上の方に無料歯科検診実施



問合先　社会福祉センター(フィジカル越前)　　(４３)８８８０

　お腹まわりが気になる、足腰が痛い、疲れやすいなど運動不足を感じている方、
運動の大切さを知って、生活習慣を見直してみませんか。
と　き　２月１７日(水)　午前９時半～１１時半(受付９時～)
ところ　福祉健康センター
内　容　　運動に関する基調講演　健康運動指導士
　　　　　運動体験コーナー　有酸素運動、リズム体操、ステップ台、
　　　　　　　　　　　　　　おたっしゃ体操、チューブ体操、ダンベル体操
持ち物　運動靴、飲み物、タオル　※運動しやすい服装でお越しください。

【トレーニングルーム開放】
と　き　３月１２日(金)　午前１０時～午後９時
【トレーニングルーム・フィットネススタジオ開放】
と　き　３月１３日(土)　午前１０時～午後６時
無料レッスン（フィットネススタジオ）
　午前１０時半～１１時半
　午前１１時４０分～午後０時１０分
　午後１時２０分～１時５０分　
　午後２時～３時
※通常レッスンのほかに２本の３０分レッスンを追加
対象者　中学生以上(越前市内)
持ち物　内ズック、運動しやすい服装、水分
＊保護者同伴でない中学生の方は、指定の同意書の提出が必要です。
＊混雑する場合は、スタッフの指示に従ってください。

福祉健康センター

歯科口腔保健センター　
　　　   　　(22)1020

すこやかサロン(乳幼児)

両親学級

こころの相談室(電話や面接での相談)
　　　　　　　　　　　　　　　(42)3939

育児相談(１歳未満の乳児)
　　　　　　　離乳食教室(10：00～11：00)

３/１(月)

２カ月児セミナー

１歳６カ月児健康診査

３歳児健康診査

のびのびはったつ教室(幼児発達相談)

いきいき運動広場(運動できる部屋を開放）

３歳児親子歯っぴー教室
（３歳児健康診査受診児とその保護者）

※診査時に配布したフッ素塗布無料券、歯ブラシが必要です。

10：00～11：00３/１９(金)

２/２３(火)、３/９(火)

２/２２(月)、３/８(月) 9：30～11：00

10：00～16：00

9：30～10：30

２/１７(水)

13：00～14：00

３/１５(月) 13：10～13：30

２/１８(木)、３/４(木)、１８(木)

13：00～17：00

9：30～11：30

9：30～10：30

項　　目 と　き ところ・問合先

社会福祉センター
(今立)　

問合先　長寿福祉課
　　　　　(22)3784

問合先　健康増進課
　　　　　(24)2221

問合先　健康増進課　
　　　　　(24)2221

問合先　健康増進課　
　　　　　(24)2221

※

２/２２(月)、
３/１(月)、８(月)、１５(月)

9：00～11：00２/２４(水)

２/１９(金)、２６(金)
３/５(金)、１２(金)、１９(金)

 9：30～
10：30～

13：10～13：30

チャレンジ教室

２/１７(水)、３/３(水)、１７(水)

２/２２(月)、３/１(月)、８(月)、１５(月)

13：30～14：30

要予約

要予約

特定不妊治療費の助成申請は
年度内に３回できます

問合先　健康増進課　　（２４）２２２１

こどもの相談会 要予約

こころの相談会

いきいきシニアエアロビクス教室

要予約 16：30～19：10３/８(月)

２/１８(木)、３/１８(木) 9：00～12：00予約優先こころのケア相談会
仁愛大学サテライト

　特定不妊治療とは、体外受精および

顕微授精(凍結胚移植含む)のことです。

※県が実施する助成が優先されます。

　市へ申請される場合、まず県への申

　請を済ませてください。

問合先　健康増進課
　　　　　(２４)２２２１

１歳６カ月児健康診査 ２/２３(火)

２/２８(日)

13：30～14：30

メタボ解消・
エクササイズタオル

進呈

申　込　健康増進課
問合先　　(２４)２２２１
　　　　FAX(２４)５８８５

　悩みを抱え、つらくなっていません

か？うまくいかないことばかりで落ち込

んでいませんか？

　今回の講座では、認知行動療法を実

践してみます。自らを肯定したり、考え

方を工夫することで生き方を楽にする

方法を体験してみましょう。

と　き　３月５日(金)

　　　　午後７時～８時半

ところ　福祉健康センター

講　師　臨床心理士　別司ちさと氏

定　員　３５人（申込要）

こころの健康講座開催

ソフトボクササイズ
かんたんピラティス
らくらくエアロ
ピュアレーゼ（ヨガ）

トレーニングルームの
利用回数券をお持ち
の人は３月３１日までに
ご使用ください。

み
ん
な
の
情
報
板

健
康

催
し
・
講
座

募
集

お
知
ら
せ



●市民相談電話�
　　(２２)１１２２�

　毎週月～金曜日�
　午前８時半～午後５時半�

▼提案箱へ�

・市役所・今立総合支所・各公民館・図書館�

▼ファックスで�

　FAX(２４)３３０７�

▼電子メールで�
　koutyou@city.echizen.lg.jp�

�

休日診療について�
　０１２０(２４)４８９４�

行政相談�
・福祉健康センター�

　　(２５)８８００�
　第１・３月曜日　午後１時半～４時�

・社会福祉センター(今立)�

　　(４３)８８８８�
　第２水曜日　午後１時半～４時�

人権相談�
・福井地方法務局　武生支局(新町)�

　　(２２)０１９４�
　月～金曜日　午前８時半～午後５時15分�

・福祉健康センター(府中一丁目)�
　　(２５)８８００�
　第３金曜日　午前９時～正午�
�

法律相談�
(電話での相談、受け付けはできません)

・社会福祉協議会武生事務所�

　福祉健康センター　　(２２)８５００�
　第１・３木曜日　午前９時半～正午�
　午前８時半から受付(定員10人)

消費生活相談�
・消費者センター(センチュリープラザ)�
　　(２２)３７７３�
　月～金曜日　午前８時半～午後５時�

結婚相談�
・生涯学習センター(府中一丁目)�

　　(２２)３００５　�
　第１・２・３水曜日　午後１時～４時�
　第４土曜日(本人のみ)　午後１時～４時�
・社会福祉センター(今立)�

　　(４３)８８８８�
　第１・３水曜日　午後１時半～４時�

男女平等オンブッド相談�
　性差などによる悩み相談�

・男女共同参画室（福祉健康センター）�

　　(２２)３６６８�

　毎週月～金曜日　毎月第１土曜日�

　(第１土曜日に限り予約が必要)�

　午前９時～午後５時�

※労働相談(要予約)�
毎月第１土曜日　午後１時～４時�

電子メールアドレス�

ombud@city.echizen. lg.jp

女性相談�
・家庭児童相談室　　(２２)３６２８�
　水曜日　午前９時～午後５時半�

家庭児童相談・ひとり親家庭相談�
・家庭児童相談室　　(２２)３６２８　　�
　月～金曜日　午前８時半～午後５時半�

児童養護に関する相談�
　(緊急の場合は夜間でも受け付けます)

・児童家庭支援センターたけふ「ポケット」�

　　(２２)３０７７�
　毎日　午前９時～午後５時半�

子育て相談�
(地域子育て支援センター)

・ＮＰＯ法人 子どもセンター�

　「ピノキオ」(福祉健康センター)�

　　(２３)８２１１�
　毎日(休日も)　午前９時～午後５時�

・「フォルマシオーン」(国高保育園内)�

　　(２３)６３１８�
　月～金曜日　午前９時～午後５時�

・「いまだて」(社会福祉センター内)�

　　(４２)２５１１�
　月～金曜日�
　午前９時～午後５時�

健康相談�
・健康増進課　　(２４)２２２１�

　月～金曜日　午前８時半～午後５時半�

　夜間、子どもの急病時に、すぐに病院に�
　行ったほうが良いのか、翌朝まで様子を�

　みて良いのか迷ったときに、小児科医が�

　電話でアドバイスします。

　　＃８０００(短縮ダイヤル)�

　　０７７６(２５)９９５５�

　毎日　午後７時～11時�

こどもの人権110番(全国共通)
　０１２０(００７)１１０�
月～金曜日　午前８時半～午後５時15分�

ヤングテレフォン�
　(２３)６６９９�

月～金曜日　午前８時半～午後５時半�

心配ごと相談�
・社会福祉協議会武生事務所�

　(福祉健康センター)　　(２２)８５００�
　火曜日　午後１時半～４時�

こころの健康相談(要予約)
・丹南健康福祉センター(　江市水落町)�

　　(５１)００３４�

　午後１時半～４時半　第１・３木曜日�

若年無業者(ニート)や�
引きこもり者の相談、支援�
・ふくい若者サポートステーション�

　　０７７６(２１)０３１１�

　月～金曜日　午前10時～午後６時�

賃金や解雇、労働時間など、労働者�
個人と使用者とのトラブルの仲介�
・福井県労働委員会�

　　０７７６(２０)０５９７�
　月～金曜日　午前８時半～午後５時半�

若者の就職に関するカウンセリング�
　毎月第１月曜日　午後１時～５時�
　※３日前までに予約が必要�

・地域職業訓練センター(高瀬一丁目)�

　　(２３)６８５５�

無� 料� 相� 談�

　どこに電話すればいいのか

わからない場合は、こちらへ

問い合わせてください。�

市政への意見や提案を�
お待ちしています�
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と　き　２月２６日(金)
　　　　３月２日(火)、１６日(火)
　　　　午後８時まで
ところ　納税課

※越前市広報は、資源保護のために再生紙を使用しています。
　資源として活用できますので、リサイクルにご協力ください。

※越前市は環境マネージメントシステム
　ISO14001自己適合宣言を行っています。

２月の納税 人 口

【１月１日現在】

　85,776人

   2,756人

　41,929人

   1,303人

　43,847人

   1,453人

28,619世帯

 1,998世帯

(-58)

 (-11)

(-23)

(-5)

(-35)

 (-6)

(-15)

(-3)

◆総人口

　　内外国人

◆男

　　内外国人

◆女

　　内外国人

◆世帯数

　　内外国人夜間納税窓口・納税相談日

(  )内は先月比

・固定資産税　　　⇒４期

・国民健康保険税　⇒８期

・介護保険料　　　⇒８期

・後期高齢者医療保険料　

　　　　　　　　  ⇒８期

　納期限３月１日(月)
〈月～金〉午前９時～１５分、午後１時～１５分　

〈土・日〉午前７時～１５分、午後５時半～４５分

放送日放送日

問合先　たんなん夢レディオ　　(５３)２５６２

 ※毎週月曜日更新

越前市民ふれあい通信

FM79.1MHz

～２月の放送内容～

周波数

問合先　健康増進課　　(２４)２２２１

　ＪＲ武生駅の利用促進と市民の

交流の機会を設けるため、春分の日

に「越前市民号」を企画しました。

　市民号ならではのお値打ち価格

です。

　定員になり次第、締め切りますの

で、早めに申し込んでください。

と　き　３月２１日(日)　午前８時４０分　JR武生駅集合

　　　　　　　　　　午後７時２０分　JR武生駅解散

行き先　京都(ＪＲ特急列車使用)　※現地では自由散策

定　員　１００人

参加料　大人７,９００円、学生７,３００円、子ども５,０００円

内　容　ＪＲ駅プランを利用し、同盟会が参加料の一部を

　補助する｢往復きっぷと昼食がセットの格安プラン｣です。

　嵐山温泉｢渡月亭｣で嵯峨の豆腐会席をご賞味ください。

　嵐山温泉の入浴割引 (タオル付 )が付いています。

　嵯峨野、嵐山方面を自由に散策し、豊かな自然、歴史を

　感じてください。

申込先　ＪＲ武生駅　　(２３)０２３０

※３月１０日までに「市民号」でお申し込みください。

嵯峨野トロッコ電車(イメージ)

　１０店舗以上の商業者などで構成するグループの販売

促進事業に対し、広告・宣伝費などの経費を補助します。

　ひなまつりや入進学セールなどの広告・宣伝にご活用く

ださい。

申込・問合先　商工政策課　　(２２)３０４７

補助金額　対象となる経費の２分の１(２０万円を限度)

補助対象期間　２月１日(月)～３月３１日(水)までの

　　　　　　　広告・宣伝費などの経費

まちの話題まちの話題

・２月１５日～２１日 「越の都ホール友の会会員募集中です」

・２月２２日～２８日 「越前市広報２月号からの情報紹介」　

問合先　歯科口腔保健センター　　(２２)１０２０

問合先　市民課　　(２２)３００１

　　　　今立総合支所市民福祉課　　(４３)７８１２

　市民の皆さんには、長い間、歯科口腔保健センター

をご利用頂き、誠にありがとうございました。

　３月末をもって、歯科診療を終了します。

　３月末までは、現在予約のある方のみ診療を行い、

新規診療の受付は行いませんので、市内の歯科医院

で診療を受けられますようお願いいたします。

自動交付機稼働時間

　平  日　午前９時～午後７時

　土・日　午前９時～午後５時

　　　　（土日以外の祝日および振替休日は休止）

自動交付機設置場所

　市役所、今立総合支所、丹南地区の各役場

住民票などの証明書は自動交付機が便利です

３月・４月は窓口が込み合います
時間に余裕を持ってお越しください

8：30 10：00 15：00 17：30

大変込み合います大変込み合います大変込み合いますややすいています

【窓口が込み合う時間帯】

ややすいています


